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2025年問題の解決に向けて
”郡山モデル”の提案

日本大学工学部 教授

次世代工学技術研究センター長

医学部脳神経外科 教授（兼担）

郡山市2025年問題対策アドバイザー

酒谷 薫

次世代工学技術研究センター（NEWCAT)

2025年問題の解決に向けた
”郡山モデル”の“３本の矢”

① 脳科学

② 見守り

脳と心の見える化技術

新しい見守りシステム開発

③ ICT 個人生活録（PLR）の構築

① 第１の矢 「脳科学」

脳科学により、心と脳の健康障害を早期に
発見し、病気を未然に防ぐ。

認知機能低下
認知症

（アルツハイマー病）

ストレス

精神神経疾患
（うつ病など）

生活習慣病
（高血圧、糖尿病など）

心臓疾患

脳卒中

ストレスと未病

うつ病

生活習慣病

ストレス未病
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認知症

東日本大震災によるストレス

原発事故による放射能汚染

地震による津波

5

災害とストレスと心臓病

阪神淡路大震災（1995.1.17）
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Nature Neuroscience 5, 1242 ‐ 1247 (2002) 

PTSDによる海馬の萎縮

PTSD（＋） PTSD（ー）

ストレスホルモン（コーチゾール）
の過剰分泌により海馬の神経細胞が傷害される

監修：アルツハイマー型痴呆研究会 スライドキット作成委員会

認知症を有する高齢者人口の推移

＊％は65歳以上の老人人口に対する痴呆性老人の出現率
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厚生省「1994年 痴呆性老人対策に関する検討会報告」

● 認知症を有する高齢者の将来推計（数,有病数）
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2025年には470万人に達し、高齢者10人のうち1人以上は認知症

アルツハイマー型認知症における海馬の萎縮を評価することが早期アルツ
ハイマー型認知症を診断する上で重要になります。

正常 アルツハイマー型認知症

アルツハイマー型認知症における海馬の萎縮
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脳幹
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ストレス反応
の
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認知機能と前頭前野

光トポグラフィーによる”脳と心の見える化”

(HOT121B,日立ハイテクノロジーズ)

２チャンネル式光トポグラフィー

（ETG‐4000/7100、日立メディコ）

近赤外光

ATM個人認証

光トポグラフィーの原理
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光トポグラフィーによるストレスの評価 「脳の健康外来」
日本大学板橋病院・脳神経外科 専門外来

NIRSによる脳機能評価

NIRSを用いた心と脳の健康管理システム
心と脳の健康増進プログラム

治療

薬物療法

予防

非薬物療法
（セラピー）

医療施設
介護施設

自宅

科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
が
必
要

認知症に対する新しいセラピー
”ユマニチュード“

ユマニチュードの神経生理学的メカニズムの解明
‐ 本田美和子医師（国立病院機構東京医療センター）、竹林洋一教授（静岡大学情報学部）、

‐ 郡山市医療介護病院との共同研究
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日本発の認知症に対する非薬物療法
- 化粧療法 -

（資生堂）
19

認知症に対する化粧セラピーの効果

資生堂
化粧療法プログラム

（2012年 酒谷、他）
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要介護女性のMMSE（認知機能検査）低下の度合い
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［* Mann‐Whitney’ s U‐test, p<0.05］
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前頭葉機能 ストレスホルモン

化粧セラピーの脳科学研究

東洋医学
（鍼灸、マッサージ、気功、漢方）

メディカルフィットネス

マインドフルネス・
リラクゼーション法 アロマセラピー

心と脳の健康増進プログラム
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ユマニチュード
化粧療法

NIRS計測

東洋医学（鍼灸） マインドフルネス・リラクゼーション法

被災地における「心のケア」プログラムの実践
（南三陸町の避難所：2011年6月）

23

認知症施策推進総合戦略（”新オレンジプラン”）との連携
(2015年1月27日）

脳活性化プログラム（非薬物療法）
＋

脳機能計測

クラウド

PLR

ユマニチュード

化粧療法

ストレス計測

その他
東洋医学、
アロマ等

サポータ

医師等
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② 第２の矢 「高齢者見守りシステム」

高齢者の健康モニター、安否確認

センシング技術 ICT

介護従事者の負担軽減

+

高齢者見守りシステムの事例

見守りシステム 内容

定時確認型見守り
（自動電話・オペレータ）

・自動電話、オペレータが定期的に電話して健康
チェックし、メールで通知

定時対面型見守り
（宅配サービス）

・高齢者向け配食サービスと連携

監視型見守り
（センサー・機器見守り）

・住居に各種センサー、カメラを設置
・無線装置内蔵 ポット
・電気・ガス・水道の利用量

「水道版スマートメータ（使用水量の見える化、見守りサービス）
に関する技術」の共同研究（東京都；平成26年9月11日）
㈱NTTPCコミュニケーションズ、沖電気工業㈱

スマートメータ化
使用・供給量を最適化するHEMSの機能

水道による見守りの課題

利点
独居老人の見守り、安否確認ができる

課題

通常でも使用しない時間間隔が長いので、急
な発作などの対応が遅れてしまう。

他のセンサー技術との併用

「健康づくりのための睡眠指針2014」
睡眠は、食事、運動などの他の生活習慣と同様
に人間の健康と深く関係し、良い睡眠をとること
はこころとからだの健康づくりとして重要である。
（平成26 年3 月 厚生労働省健康局；内山 真
日本大学医学部教授）

郡山発の新しい睡眠モニターシステム

睡眠状態と見守り機能を備えたモニターシステム

日本経済新聞、福島民友など
2015/01/30 

睡眠状態のモニター

見守り機能

郡山発の睡眠モニターシステム
“安心ひつじ”

圧電センサー（１２個)から
各種生体情報を抽出

心拍数・呼吸数・離床・体
動の４つの見える化

③ 第３の矢 ICT

日常生活における健康モニター
個人生活録（PLR）をクラウドに構築

医療と介護の連携
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ＩＣＴを活用した医療と介護の連携例

（ＮＴＴデータ 2014/03/31）

全データ・サービスを事業者側で
相互連携させるのはほぼ不可能。

• PDS：個人が本人のデータを蓄積・管理し、他者（事業者）と限定的に共有して活
用する ことを可能にする仕組

• 事業者は個人データの集中管理に基づいてサービスを提供。

PDS（personal data store）の構築

32

⽇本政府⽇本政府

税⾦税⾦
社会保障社会保障
預貯⾦預貯⾦

CCCCCC

ファミリー
マート

ファミリー
マートExcelsior

Cafe
Excelsior

Cafe

Yahoo!Yahoo!

GoogleGoogle

TSUTAYATSUTAYA
無印良品無印良品クラウドクラウド

CookpadCookpad

PLRクラウドPLRクラウド

マイナンバーマイナンバー

MapsMaps
Google+Google+

GmailGmail YouTubeYouTube

集中型PHR集中型PHR

PicasaPicasa
DriveDrive

ヤフオクヤフオク
トラベルトラベル

MicrosoftMicrosoft

BingBing StoreStore

OneDriveOneDrive
病院病院

家族や友⼈

個⼈各事業者(グループ)
は内部で顧客の個⼈
データを集中管理

各事業者(グループ)
は内部で顧客の個⼈
データを集中管理

診療所診療所
介護事業所介護事業所

暗号化によりクラウド運営
事業者に内容がわからない
暗号化によりクラウド運営
事業者に内容がわからない

センサデータの収集センサデータの収集

Google Fit

常時携帯している端末に
お薬⼿帳や⺟⼦⼿帳や医

療記録が⼊っている

常時携帯している端末に
お薬⼿帳や⺟⼦⼿帳や医

療記録が⼊っている

Google Driveや
Dropboxの組合せによ

り安価で⾼可⽤性

Google Driveや
Dropboxの組合せによ

り安価で⾼可⽤性

橋田浩一教授（東京大学・ソーシャルICT研究所）

個人を介したビッグデータの収集

• 個人が既存のサービスやセンサからPDSでデータを収集

• 事業者が必要に応じて本人同意に基づきビッグデータを収集

33

個人

分散PDS分散PDS
事業者

本
人
同
意
に
よ
る
デ
ー
タ
開
示

自
動
デ
ー
タ
収
集

Google Fit

橋田浩一教授（東京大学・ソーシャルICT研究所）

自律分散協調ヘルスケア

34

薬局

診療所

老人ホーム

家族

PLRクラウド

病院

本人
見守り見守り

 患者の確保
 再入院の抑止
 (逆)紹介率の向上
 地域医療連携計画策定

 患者の確保
 再入院の抑止
 (逆)紹介率の向上
 地域医療連携計画策定

 診診連携
 病診連携
 治療指導

 診診連携
 病診連携
 治療指導

健康管理健康管理

医薬連携医薬連携

 現場の負担軽減
 サービス向上
 収益増大

 現場の負担軽減
 サービス向上
 収益増大

訪問看護ステーション

橋田浩一教授（東京大学・ソーシャルICT研究所）

郡山モデルの実現に向けて
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介護情報を、市役所や家族、介護事業者や医療機関がタブレット端末などで閲覧・共有できる
クラウド型システム「介護健診ネットワーク」を構築（2014.10より運営開始）。

メリット
①ケアマネなどが市の窓口などで入手していた、

介護情報などを、タブレット端末から入手可能

②容態が悪化して救急車が出動する際に、健康
状態や介護状況などの情報を把握

地域包括ケア・クラウドソリューションの事例
茨城県・笠間市（日立産業制御ソリューションズ）

１月９日開催「国と地方の協議の場」において地方創生の緊急経済対策
（平成２７年度、３．５兆円）の参考事例として紹介

© Hitachi High-Technologies, Corp., Hitachi Industry & Control Solutions, Ltd. 2015. All rights reserved.
39

© Hitachi High-Technologies, Corp., Hitachi Industry & Control Solutions, Ltd. 2015. All rights reserved.40

地方創生の緊急経済対策（平成２７年度、３．５兆円）

個人消費を下支えする「地域消費喚起・生
活支援型」（2500億円）と、地方の活性化
につなげる「地方創生先行型」（1700億円）
の2種類で自治体の取り組みを後押しする。

郡山モデルの目指すゴール
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アクティブエイジング（Active aging)

国際保健機関（WHO）の定義

• 「生活の質を低下させることなく、社会参加を続けなが

ら、年を重ねていく」

• 若者が高齢者を支えるという従来の社会通念から脱

し、老若共に支え合う社会へのパラダイム転換を目指

す

43

欧州連合（EU）：
2012年を「アクティブエイジングと世代間
の連帯のための年」と定めた。

日本：
国際的なActive Aging（活動的な高齢
化）における日本の貢献に関する検討会

・第１回～４回委員会
（2013年6月～2014年2月）

・報告書（2014年3月）

2025年の郡山市

先端医療

神戸医療産業都市

郡山

先端介護ケア

ＩＣＴ、センサー、ロボット
再生可能エネルギー

介護産業都市

・正し い対策の提案

・動機付け

 光学的　 非侵襲　非接触

数値的　 複合的　簡 便性

ＮＩＲＳ　ＴＲＳ

赤外　動画
表情　顔色　舌診

対処法

・画像
・数値デ－タ

・効果の確認

高齢者が使用可 能

測定法

①地域型 健康管理増進システム＠自治体、施設
　　脳 の 健康 診 断 シス テ ム

運 動 療法 （ 認知 動 作 型 トレ － ニン グ）

食 事療法（ サプリ、 ダイエット ）

そ の他療法（ 写真、音 楽、映 像、香 り）、 鍼灸

重 要指 標

「脳 と心と体 (心 脳 体) の統 合 的 バラン ス」

非薬 事

　 ・健康状態 の判定

　 ・兆候の検出
　 ・個人に合った対 処法の選択

　 ・対処法使 用の効果の確 認　　 など

ア ル ゴリ ズム

画像 、数 値デ －タ、 判定 結果 　など

経時 蓄 積 ・管 理 蓄 積

デ－タバンク

パ ラメ－ タ

個 人 履 歴情 報

 　　　 　　実証的  履 歴 的  客 観 的

統 合 的   自動的  学習的　 防護 的 （セ キ ュリ テ ィ ）

エビデンス
　 ・生体計測

（脳波 、脈拍 、体温 ）

・画像診 断（M RI、 CT ）

　 ・ストレスマ－ カ－
　・問 診

　 　　 ・医師による所 見

［２ ｃｈ　ＮＩＲＳ］

高齢者によるインストラクタ－

海外（アジア中心）へ

・正しい対策 の提案

・動機付け

 光学的　 非侵襲　非接触

数値的　 複合的　簡便性

ＮＩＲＳ　ＴＲＳ
赤外　動画

表情　顔色　舌診

対処法

・画像
・数値デ－タ

・効果の確認

高齢者が使 用可能

測定法

①地域型 健康管理増進システム＠自治体、施設
　 　脳 の 健 康診 断 シ ステ ム

運 動 療 法 （認 知 動 作型 ト レ－ ニ ング ）

食事 療法（サプ リ、 ダイエット ）

その他 療法（写真 、音楽 、映像 、香り ）、 鍼灸

重要 指 標
「脳と心 と体 (心 脳 体) の統 合 的バ ラン ス」

非 薬 事

　・健 康状態の判 定

　・兆 候の検出
　・個 人に合った対処 法の選択

　・対 処法使用 の効果の確認 　　 など

ア ルゴ リズ ム

画像、 数 値デ－ タ、 判定結 果　 など

経 時 蓄 積・ 管 理蓄 積

デ－タバンク

パラ メ－タ

個 人 履 歴情 報

 　 　　　　実証的  履歴 的   客 観 的

統合 的   自動的  学習的 　防 護 的 （セ キ ュリ テ ィ ）

エビデンス
　 ・生体計測

（脳波、 脈拍、 体温）
・画像診断 （MR I、 CT）

　 ・ストレスマ－ カ－

　 ・問診

　　 　・ 医師による所見

［２ ｃｈ　Ｎ ＩＲＳ］

高齢者によるインストラクタ－

・正しい対策の提案
・動機付け

 光 学 的　  非侵襲　 非 接触

数 値 的　  複 合 的 　簡便性

ＮＩＲＳ　ＴＲＳ

赤外　 動画
表情　顔色 　舌診

対 処 法

・画像
・数値 デ－タ

・効果 の確認

高齢者が使用可能

測定法

①地域型 健康管理増 進システム＠自治体、施 設
　　 脳 の 健康 診 断 シス テ ム

運 動 療法 （ 認知 動 作 型 トレ － ニン グ）

食 事療法（ サプリ、 ダイエット ）

そ の他療法（ 写真、音 楽、映 像、香 り）、 鍼灸

重 要指 標

「脳 と心と体 (心 脳 体) の統 合 的 バラン ス」

非薬 事

　 ・健康状態 の判定

　 ・兆候の検出
　 ・個人に合った対 処法の選択

　 ・対処法使 用の効果の確 認　　 など

ア ル ゴリ ズム

画像 、数 値デ －タ、 判定 結果 　など

経時 蓄 積 ・管 理 蓄 積

デ－タバンク

パ ラメ－ タ

個 人 履 歴情 報

 　　　 　　実証的  履 歴 的  客 観 的

統 合 的   自動的  学習的　 防護 的 （セ キ ュリ テ ィ ）

エビデンス
　 ・生体計測

（脳波 、脈拍 、体温 ）

・画像診 断（M RI、 CT ）

　 ・ストレスマ－ カ－
　・問 診

　 　　 ・医師による所 見

［２ ｃｈ　ＮＩＲＳ］

高齢者によるインストラクタ－

・正しい対策 の提案

・動機付け

 光学的　 非侵襲　非接触

数値的　 複合的　簡便性

ＮＩＲＳ　ＴＲＳ

赤外　動画
表情　顔色　舌診

対処法

・画像
・数値デ－タ

・効果の確認

高齢者が使 用可能

測定法

①地域型 健康管理増進システム＠自治体、施設
　 　脳 の 健 康診 断 シ ステ ム

運 動 療 法 （認 知 動 作型 ト レ－ ニ ング ）

食事 療法（サプ リ、 ダイエット ）

その他 療法（写真 、音楽 、映像 、香り ）、 鍼灸

重要 指 標

「脳と心 と体 (心 脳 体) の統 合 的バ ラン ス」

非 薬 事

　・健 康状態の判 定

　・兆 候の検出
　・個 人に合った対処 法の選択

　・対 処法使用 の効果の確認 　　 など

ア ルゴ リズ ム

画像、 数 値デ－ タ、 判定結 果　 など

経 時 蓄 積・ 管 理蓄 積

デ－タバンク

パラ メ－タ

個 人 履 歴情 報

 　 　　　　実証的  履歴 的   客 観 的

統合 的   自動的  学習的 　防 護 的 （セ キ ュリ テ ィ ）

エビデンス
　 ・生体計測

（脳波、 脈拍、 体温）

・画像診断 （MR I、 CT）

　 ・ストレスマ－ カ－
　 ・問診

　　 　・ 医師による所見

［２ ｃｈ　Ｎ ＩＲＳ］

高齢者によるインストラクタ－

・正しい対策 の提案
・動機付け

 光 学 的 　 非侵襲　 非 接 触

数 値 的 　 複 合 的 　簡便性

ＮＩＲＳ　ＴＲＳ

赤外 　動画
表情　 顔色　舌診

対 処法

・画像
・数値デ－タ

・効果の確認

高齢者が使用可能

測定法

①地域型 健康管理 増進システム＠自治体 、施設
　 　脳 の 健 康診 断 シ ステ ム

運 動 療 法 （認 知 動 作型 ト レ－ ニ ング ）

食事 療法（サプ リ、 ダイエット ）

その他 療法（写真 、音楽 、映像 、香り ）、 鍼灸

重要 指 標

「脳と心 と体 (心 脳 体) の統 合 的バ ラン ス」

非 薬 事

　・健 康状態の判 定

　・兆 候の検出
　・個 人に合った対処 法の選択

　・対 処法使用 の効果の確認 　　 など

ア ルゴ リズ ム

画像、 数 値デ－ タ、 判定結 果　 など

経 時 蓄 積・ 管 理蓄 積

デ－タバンク

パラ メ－タ

個 人 履 歴情 報

 　 　　　　実証的  履歴 的   客 観 的

統合 的   自動的  学習的 　防 護 的 （セ キ ュリ テ ィ ）

エビデンス
　 ・生体計測

（脳波、 脈拍、 体温）

・画像診断 （MR I、 CT）

　 ・ストレスマ－ カ－
　 ・問診

　　 　・ 医師による所見

［２ ｃｈ　Ｎ ＩＲＳ］

高齢者によるインストラクタ－

・正しい対策の提案
・動機付け

 光 学 的　  非侵襲　 非 接触

数 値 的　  複 合 的 　簡便性

ＮＩＲＳ　ＴＲＳ

赤外　 動画
表情　顔色 　舌診

対 処 法

・画像
・数値 デ－タ

・効果 の確認

高齢者が使用可能

測定法

①地域型 健康管理増 進システム＠自治体、施 設
　　 脳 の 健康 診 断 シス テ ム

運 動 療法 （ 認知 動 作 型 トレ － ニン グ）

食 事療法（ サプリ、 ダイエット ）

そ の他療法（ 写真、音 楽、映 像、香 り）、 鍼灸

重 要指 標

「脳 と心と体 (心 脳 体) の統 合 的 バラン ス」

非薬 事

　 ・健康状態 の判定

　 ・兆候の検出
　 ・個人に合った対 処法の選択

　 ・対処法使 用の効果の確 認　　 など

ア ル ゴリ ズム

画像 、数 値デ －タ、 判定 結果 　など

経時 蓄 積 ・管 理 蓄 積

デ－タバンク

パ ラメ－ タ

個 人 履 歴情 報

 　　　 　　実証的  履 歴 的  客 観 的

統 合 的   自動的  学習的　 防護 的 （セ キ ュリ テ ィ ）

エビデンス
　 ・生体計測

（脳波 、脈拍 、体温 ）

・画像診 断（M RI、 CT ）

　 ・ストレスマ－ カ－
　・問 診

　 　　 ・医師による所 見

［２ ｃｈ　ＮＩＲＳ］

高齢者によるインストラクタ－

・正しい対策の提案
・動機付け

 光 学 的　  非侵襲　 非 接触

数 値 的　  複 合 的 　簡便性

ＮＩＲＳ　ＴＲＳ

赤外　 動画
表情　顔色 　舌診

対 処 法

・画像
・数値 デ－タ

・効果 の確認

高齢者が使用可能

測定法

①地域型 健康管理増 進システム＠自治体、施 設
　　 脳 の 健康 診 断 シス テ ム

運 動 療法 （ 認知 動 作 型 トレ － ニン グ）

食 事療法（ サプリ、 ダイエット ）

そ の他療法（ 写真、音 楽、映 像、香 り）、 鍼灸

重 要指 標

「脳 と心と体 (心 脳 体) の統 合 的 バラン ス」

非薬 事

　 ・健康状態 の判定

　 ・兆候の検出
　 ・個人に合った対 処法の選択

　 ・対処法使 用の効果の確 認　　 など

ア ル ゴリ ズム

画像 、数 値デ －タ、 判定 結果 　など

経時 蓄 積 ・管 理 蓄 積

デ－タバンク

パ ラメ－ タ

個 人 履 歴情 報

 　　　 　　実証的  履 歴 的  客 観 的

統 合 的   自動的  学習的　 防護 的 （セ キ ュリ テ ィ ）

エビデンス
　 ・生体計測

（脳波 、脈拍 、体温 ）

・画像診 断（M RI、 CT ）

　 ・ストレスマ－ カ－
　・問 診

　 　　 ・医師による所 見

［２ ｃｈ　ＮＩＲＳ］

高齢者によるインストラクタ－

・正しい対策 の提案
・動機付け

 光 学 的 　 非侵襲　 非 接 触

数 値 的 　 複 合 的 　簡便性

ＮＩＲＳ　ＴＲＳ

赤外 　動画
表情　 顔色　舌診

対 処法

・画像
・数値デ－タ

・効果の確認

高齢者が使用可能

測定法

①地域型 健康管理 増進システム＠自治体 、施設
　 　脳 の 健 康診 断 シ ステ ム

運 動 療 法 （認 知 動 作型 ト レ－ ニ ング ）

食事 療法（サプ リ、 ダイエット ）

その他 療法（写真 、音楽 、映像 、香り ）、 鍼灸

重要 指 標

「脳と心 と体 (心 脳 体) の統 合 的バ ラン ス」

非 薬 事

　・健 康状態の判 定

　・兆 候の検出
　・個 人に合った対処 法の選択

　・対 処法使用 の効果の確認 　　 など

ア ルゴ リズ ム

画像、 数 値デ－ タ、 判定結 果　 など

経 時 蓄 積・ 管 理蓄 積

デ－タバンク

パラ メ－タ

個 人 履 歴情 報

 　 　　　　実証的  履歴 的   客 観 的

統合 的   自動的  学習的 　防 護 的 （セ キ ュリ テ ィ ）

エビデンス
　 ・生体計測

（脳波、 脈拍、 体温）

・画像診断 （MR I、 CT）

　 ・ストレスマ－ カ－
　 ・問診

　　 　・ 医師による所見

［２ ｃｈ　Ｎ ＩＲＳ］

高齢者によるインストラクタ－

・正しい対策の提案
・動機付け

 光 学 的　  非侵襲　 非 接触

数 値 的　  複 合 的 　簡便性

ＮＩＲＳ　ＴＲＳ

赤外　 動画
表情　顔色 　舌診

対 処 法

・画像
・数値 デ－タ

・効果 の確認

高齢者が使用可能

測定法

①地域型 健康管理増 進システム＠自治体、施 設
　　 脳 の 健康 診 断 シス テ ム

運 動 療法 （ 認知 動 作 型 トレ － ニン グ）

食 事療法（ サプリ、 ダイエット ）

そ の他療法（ 写真、音 楽、映 像、香 り）、 鍼灸

重 要指 標

「脳 と心と体 (心 脳 体) の統 合 的 バラン ス」

非薬 事

　 ・健康状態 の判定

　 ・兆候の検出
　 ・個人に合った対 処法の選択

　 ・対処法使 用の効果の確 認　　 など

ア ル ゴリ ズム

画像 、数 値デ －タ、 判定 結果 　など

経時 蓄 積 ・管 理 蓄 積

デ－タバンク

パ ラメ－ タ

個 人 履 歴情 報

 　　　 　　実証的  履 歴 的  客 観 的

統 合 的   自動的  学習的　 防護 的 （セ キ ュリ テ ィ ）

エビデンス
　 ・生体計測

（脳波 、脈拍 、体温 ）

・画像診 断（M RI、 CT ）

　 ・ストレスマ－ カ－
　・問 診

　 　　 ・医師による所 見

［２ ｃｈ　ＮＩＲＳ］

高齢者によるインストラクタ－

・正しい対策 の提案
・動機付け

 光 学 的 　 非侵襲　 非 接 触

数 値 的 　 複 合 的 　簡便性

ＮＩＲＳ　ＴＲＳ

赤外 　動画
表情　 顔色　舌診

対 処法

・画像
・数値デ－タ

・効果の確認

高齢者が使用可能

測定法

①地域型 健康管理 増進システム＠自治体 、施設
　 　脳 の 健 康診 断 シ ステ ム

運 動 療 法 （認 知 動 作型 ト レ－ ニ ング ）

食事 療法（サプ リ、 ダイエット ）

その他 療法（写真 、音楽 、映像 、香り ）、 鍼灸

重要 指 標

「脳と心 と体 (心 脳 体) の統 合 的バ ラン ス」

非 薬 事

　・健 康状態の判 定

　・兆 候の検出
　・個 人に合った対処 法の選択

　・対 処法使用 の効果の確認 　　 など

ア ルゴ リズ ム

画像、 数 値デ－ タ、 判定結 果　 など

経 時 蓄 積・ 管 理蓄 積

デ－タバンク

パラ メ－タ

個 人 履 歴情 報

 　 　　　　実証的  履歴 的   客 観 的

統合 的   自動的  学習的 　防 護 的 （セ キ ュリ テ ィ ）

エビデンス
　 ・生体計測

（脳波、 脈拍、 体温）

・画像診断 （MR I、 CT）

　 ・ストレスマ－ カ－
　 ・問診

　　 　・ 医師による所見

［２ ｃｈ　Ｎ ＩＲＳ］

高齢者によるインストラクタ－

・正し い対 策の提案
・動機付け

 光学的　 非侵襲　非接触

数値的　 複合的　 簡便性

ＮＩＲ Ｓ　ＴＲＳ
赤外　動画

表情　顔色　舌 診

対処 法

・画像
・数値デ－ タ

・効果の 確認

高 齢者 が 使 用可 能

測 定 法

①地域型 健康管理増進システム＠自治体、施設
　　 脳の 健 康 診 断 シ ステ ム

運 動療 法 （認 知 動 作 型 トレ －ニ ン グ ）

食事 療法 （サプ リ、ダイエ ット）その 他療 法（写 真、音 楽、映 像、香 り）、鍼灸

重要 指標

「脳と心 と体(心 脳体 )の統 合的 バラン ス」
非薬 事

　・健康 状態 の判 定

　・兆候 の検 出

　・個人 に合 った対 処 法の選 択

　・対処 法使 用の 効果 の確 認　　な ど

アル ゴリズム

画 像、数 値 デ－ タ、判 定 結果 　

な ど経 時 蓄積 ・ 管 理 蓄 積

デ － タバ ンク

パ ラメ－ タ

個 人履 歴情 報

 　　　　　実 証 的  履 歴 的   客 観 的

統 合 的   自 動 的  学 習 的 　防 護 的 （ セキ ュ リテ ィ）

エビ デ ンス

　・ 生体 計測

（ 脳波 、脈拍 、体温 ）・ 画像 診断 （ MRI、CT ）

　・ ストレ スマ－ カ－

　・ 問診

　　　・医 師に よる 所見

［２ ｃｈ　 ＮＩ ＲＳ］

高 齢者 に よる インス ト ラクタ－

・正しい対策の提案
・動機付け

 光 学 的　 非侵襲　 非 接触

数 値 的　  複 合 的 　簡便性

ＮＩＲＳ　ＴＲＳ

赤外　 動画
表情　顔色 　舌診

対 処 法

・画像
・数値 デ－タ

・効果 の確認

高齢者が使用可能

測定法

①地域型 健康管理増 進システム＠自治体、施 設
　　 脳 の 健康 診 断 シス テ ム

運 動 療法 （ 認知 動 作 型 トレ － ニン グ）

食 事療法（ サプリ、 ダイエット ）

そ の他療法（ 写真、音 楽、映 像、香 り）、 鍼灸

重 要指 標

「脳 と心と体 (心 脳 体) の統 合 的 バラン ス」

非薬 事

　 ・健康状態 の判定

　 ・兆候の検出
　 ・個人に合った対 処法の選択

　 ・対処法使 用の効果の確 認　　 な ど

ア ル ゴリ ズム

画像 、数 値デ －タ、 判定 結果 　な ど

経時 蓄 積 ・管 理 蓄 積

デ－タバンク

パ ラメ－ タ

個 人 履 歴情 報

 　　　 　　実証的  履 歴 的  客 観 的

統 合 的   自動的  学習的　 防護 的 （セ キ ュリテ ィ ）

エビデンス
　 ・生体計測

（脳波 、脈拍 、体温 ）

・画像診 断（MRI、 CT ）

　 ・ストレスマ－ カ－
　・問 診

　 　　 ・医師による所 見

［２ ｃｈ　ＮＩＲＳ］

高齢者によるインストラクタ－

全国へ

・正しい対策の提案
・動機付け

 光 学 的　 非侵襲　 非 接触

数 値 的　  複 合 的 　簡便性

ＮＩＲＳ　ＴＲＳ

赤外　 動画
表情　顔色 　舌診

対 処 法

・画像
・数値 デ－タ

・効果 の確認

高齢者が使用可能

測定法

①地域型 健康管理増 進システム＠自治体、施 設
　　 脳 の 健康 診 断 シス テ ム

運 動 療法 （ 認知 動 作 型 トレ － ニン グ）

食 事療法（ サプリ、 ダイエット ）

そ の他療法（ 写真、音 楽、映 像、香 り）、 鍼灸

重 要指 標

「脳 と心と体 (心 脳 体) の統 合 的 バラン ス」

非薬 事

　 ・健康状態 の判定

　 ・兆候の検出
　 ・個人に合った対 処法の選択

　 ・対処法使 用の効果の確 認　　 な ど

ア ル ゴリ ズム

画像 、数 値デ －タ、 判定 結果 　な ど

経時 蓄 積 ・管 理 蓄 積

デ－タバンク

パ ラメ－ タ

個 人 履 歴情 報

 　　　 　　実証的  履 歴 的  客 観 的

統 合 的   自動的  学習的　 防護 的 （セ キ ュリテ ィ ）

エビデンス
　 ・生体計測

（脳波 、脈拍 、体温 ）

・画像診 断（MRI、 CT ）

　 ・ストレスマ－ カ－
　・問 診

　 　　 ・医師による所 見

［２ ｃｈ　ＮＩＲＳ］

高齢者によるインストラクタ－

・正しい対 策の提 案
・動機 付け

 光学的　 非侵 襲　非接触

数値的　 複合的　 簡便性

ＮＩＲＳ　ＴＲＳ

赤外　動画
表情　顔色　舌診

対処法

・画像
・数値デ－タ

・ 効果の確認

高齢者が使用可 能

測定法

①地域型 健康管理増進システム＠自治体、施設
　　脳の健康診断 システム

運 動療法（認知動作型トレ－ ニング）

食 事療 法（サ プ リ、ダイ エッ ト）
その 他 療法 （写 真、音 楽 、映像 、香 り）、鍼 灸

重要 指 標
「脳 と心 と体 (心 脳体 )の 統 合的 バ ラン ス 」

非 薬 事

　・健 康 状態 の判 定
　・兆 候 の検 出
　・個 人 に合 った 対処 法 の選 択
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Koriyama発の先端介護ケアシステムの普及

郡山モデル確立後、施設、運営ノウハウ、
ICTシステムをトータル・パッケージでまる
ごと全国展開、さらに海外輸出。
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• 竹林洋一先生（静岡大学大学院情報工学研究科）

• 橋田浩一先生（東京大学・ソーシャルICT研究所）

• 本田美和子先生（国立病院機構東京医療センター）

• Compare教授（イタリア・ベルガモ大学社会心理学部）

• Wolf教授（スイス・チューリッヒ大学医学部）

• 日立製作所グループ

• 資生堂（株）

• ローム（株）

• （株） NJI

• （株）エフコム

• アルファ電子（株）

ご清聴ありがとうございました

Ａｐｐｅｎｄｉｘ
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健常シニア 認知症
(初期）

認知症
（中期）

専
門
家

ケアマネ 評価（気づき） Vigor

専門医評価

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー

血圧 スコア ↓

その他バイオマーカー

睡眠レベル ↑

認知 関連スコア

脳ストレス指標 評価
(↑：改善、↓：悪化）

↑

総合評価 ◎

施
策

①ヒュマニチュード ○ ○

②笑いヨガ ○ ○ ○ ○

③・・・ ○ ○ ○

④・・・ ○



     

―Koriyama City Press Release―郡山市報道資料 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

本市では、いわゆる 2025 年問題に全庁的に対処し、地域包括ケアシステムの構築を円滑に推進する

ため、平成26年 9月 24日に「2025年問題対策本部」を設置するとともに、同年10月 24日に郡山

市 2025年問題対策に係る介護予防・日常生活支援アドバイザーを委嘱したところです。  

つきましては、システム構築を進めるに当たり、行政と関係機関・団体が共通認識を持って取り組ん

で行けるよう、下記によりアドバイザーの（中間）報告会を開催いたします。 

 

記 

 

１ 日 時    平成 27年 2月 12日（木）午後４時から５時まで 

 

２ 会 場    市役所特別会議室（本庁舎２階）  

 

３ 内 容    2025 年問題の解決に向けて 郡山モデルの提案 

～こころと脳の健康ネットワーク～ 

 

４ 報 告 者    郡山市 2025年問題対策に係る介護予防・日常生活支援アドバイザー 

            酒谷 薫 氏 

 

５ 召 集 範 囲    市内介護支援事業所・地域包括支援センター・居宅サービス事業所職員、 

医師会・歯科医師会・薬剤師会・社会福祉士会・理学療法士会・作業療法士会・ 

建築士会会員、市議会議員、郡山市2025年問題対策本部委員、市職員等 

（約 150名参加予定） 

 

平成 2７年２月１０日 

郡山市保健福祉部長寿福祉課 

担当：渡辺 啓一 

TEL：924―2408 

 

「2025年問題対策報告会」の開催について 



福平成繰三1‐J鷺逸日
'|


